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光ファイバーのコア部分に，傾けて屈折率周期構造を形成させた傾斜型 Fiber Bragg Grating 

(TFBG)は，光ファイバーに接した周辺物質の屈折率を検知することが可能であり，生物・化学
センサとしての医療分野への利用が期待できる 1)。これまで我々は,  Nd:YAG レーザーの第 4 高
調波（4ω）と位相マスクを組み合わせた簡便な TFBG 作製技術で，わずか 2 mm の長さの TFBG

によって，n=1～1.41 の範囲内の液体の屈折率を 10
-3の精度で計測できることを示した 2)。TFBG

の透過ロスのピーク波長は、周りの物質の屈折率のみならず温度によっても変化するため，今回
は，液体の屈折率計測における温度の影響を検討した。 
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水素ドープした UV光感受性光ファイバーSBG-15（ニューポート社製）に 4ω光（=266 nm）
を照射して，グレーティング周期 0.53m，長さ 5及び 10 mmの TFBG を作製した 2)。TFBG の傾
斜角は光ファイバーを位相マスクに対して傾斜して配置することで 7.3°及び 8.0°に調整した。
作製した TFBG 本体を蒸留水に浸し，温度を 18℃から 80℃まで変化させ，その時の TFBG の透過
スペクトル（波長範囲 1520-1610nm）を計測した。 

傾斜角 8.0°，長さ 10mmの TFBGのコアモードと１つのクラッドモードの透過スペクトルを図
1(a)及び(b)に示す。コアモードのピークもクラッドモードのピークもその中心波長は，蒸留水の
温度が上昇するに従い，長波長側にシフトした。コアモードのピークの場合，シフトする理由は
光ファイバーを構成しているガラス材料が熱膨張すること，及びガラス材料の屈折率が変化する
ことが原因である。一方，クラッドモードのピークの場合は，コアとクラッドの屈折率差の温度
依存性によることが考えられる。使用するファイバーの特性を詳細に調べることで，温度が変化
しても，コアモードとクラッドモードのピーク位置変化から屈折率を計測することが可能である
と考えられる。詳細は講演に譲る。 

    

図 1 TFBGの異なる水温での各モードの透過スペクトル（(a)はコアモード、(b)はクラッドモード） 
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